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板ガラスにサンドブラスト加工を施し作られる、おろし器。
使用する際、斜めにすることで脇を閉じることを誘発させ
上品なふるまいに自然となるデザインとなっている。

ガラスを素材とすることで、高級感や凛とした
雰囲気が卓上に華を添える。
また、使用する際ガラスの重みにより少量の力
で抑えることができる。すりおろした物は、繊
維が細かくなりすぎないため、しょうがはふん
わりとみずみずしいまま、わさびは辛みをおさ
え香りが立つ。

シリーズ展開装飾、機能デザインの両立
Glass Grater シリーズは「おろし器」「おろし
器 + 皿」「すり鉢」の 3 つアイテムを展開する。
すべてのアイテムを斜めに持つようなデザイン
することにより、美的な印象の造形だけでなく
使用する人の動作も美的なものとする。
また、収納時にもオブジェのような存在感を放
つ。


